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淡
路
島
北
端
の
丘
陵
地
、
県
立
淡
路
島
公
園
に
明
年
の
完
成
う
。
ま
さ
に
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
釦
世
紀
の
我
々
が
副
世

を
目
指
し
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
本
格
的
な
共
同
作
業
が
進
め
紀
の
人
た
ち
へ
贈
る
ロ
マ
ン
な
ん
で
す
」
と
広
報
担
当
の
清
原

ら
れ
て
い
る
〃
日
仏
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〃
。
こ
の
正
式
名
は
課
長
さ
ん
は
語
る
。

『
淡
路
”
回
帰
線
の
庭
』
、
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家
パ
ト
リ
ッ
ク
．
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
に
は
、
文
化
交
流
の
場
と
な
る
よ
う

ベ
ル
ジ
ュ
氏
の
設
計
に
よ
る
。
古
代
遺
跡
の
ア
ー
チ
や
日
本
の
な
施
設
を
現
在
検
討
中
‐
ア
イ
デ
ア
募
集
中
で
す
」
と
横
川
さ
ん
。

烏
居
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
高
さ
帥
ｍ
の
ガ
ラ
ス
製
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
Ⅷ
年
を
記
念
し
て
〃
自
由
の

４
本
の
柱
の
上
に
長
さ
柵
ｍ
の
青
銅
の
碑
盤
を
置
き
、
東
京
ド
女
神
″
を
贈
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
Ⅷ
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

’
ム
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
巨
大
な
も
の
。
テ
マ
た
パ
リ
万
博
で
は
〃
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
″
を
建
設
し
た
。
こ
の
２

は
〃
友
好
・
交
流
ｌ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〃
で
あ
る
。
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
世
界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う

「
神
戸
か
ら
も
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
同
時
に
完
成
予
定
の
世
に
、
今
回
フ
ラ
ン
ス
革
命
加
年
を
契
機
と
し
て
日
本
に
贈
ら
れ

界
一
の
吊
り
橋
・
明
石
海
峡
大
橋
か
ら
も
、
大
阪
湾
、
瀬
戸
の
る
こ
と
に
な
っ
た
〃
日
仏
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
″
も
世
界
か

海
か
ら
も
望
め
ま
す
。
そ
し
て
将
来
は
関
西
新
空
港
へ
の
着
陸
ら
愛
さ
れ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

時
に
も
、
歓
迎
の
ア
ー
チ
と
し
て
見
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
よ
☆
現
在
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
愛
称
を
募
集
中
●
締
め
切
り
は
ｎ
月
釦
日
。

う
。
創
世
紀
に
向
か
っ
て
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
最
優
秀
作
者
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
一
週
間
の
旅
を
プ
レ
ン
ゼ
ト
“
官
製
ハ
ガ

れ
、
日
本
の
一
大
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
蓉
虻
搾
誌
詑
蛎
群
嘩
瀞
岬
霊
癖
弘
の
畦
卜
恢
の
吐
煙
葬
嬬
か
モ
ー
ー
ュ
メ
ン

る
大
阪
湾
ペ
イ
エ
リ
ア
の
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
で
し
よ
卜
日
本
委
員
会
愛
称
募
集
係
琶
０
７
８
（
３
４
１
）
７
９
６
９

日
仏
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

コ
ミ
ユ
ー
ー
ケ
ー
シ
ヨ
ン
の
火
ア
ー
チ

ー
ー
皿
枇
紀
へ
の
反
好
と
交
流
の
ゲ
ー
ト

き
よ
は
ら
み
さ
お

清
原
幹
雄
さ
ん
（
卿
創
世
紀
ひ
ょ
う
ご
制
造
協
会
耶
巣
企
画
第
１
部
課
長
）

礎
順
・
燕
ざ
ん
（
卿
幻
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
事
業
企
阿
節
廊
）
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字筏法人行吉学園理事長
神戸女子大学学長
神戸女子短期大学学長

行吉哉女

行
吉
学
園
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

行
吉
学
園
は
今
年
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
大
へ
ん

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
学
園
を
今
日
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
方
に
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
も
そ
も
行
吉
学
園
は
、
昭
和
十
五
年
、
神
戸
新
装
女
学
院
を
中
山
手
通
二
丁
目
に
設
立
し
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
、
神
戸
女
子
短
期
大
学
を
創
設
し
、
昭
和
四
十
一
年
、
神
戸
女
子

大
学
を
須
磨
区
の
青
山
に
、
昭
和
四
十
八
年
、
幼
稚
園
を
須
磨
区
高
倉
台
に
、
平
成
元
年
、
神
戸
女
子
大

学
瀬
戸
短
期
大
学
を
岡
山
県
瀬
戸
町
に
設
立
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
神
戸
の
地
で
女
子
教
育
を
志
し
て
か
ら
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
や
神
戸
は
私

に
と
っ
て
離
れ
が
た
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
短
大
が
生
田
の
森
近
く
に
、
大
学
が
須

「
え
腿
Ｉ
》

磨
に
あ
る
こ
と
に
も
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。

生
田
と
須
磨
は
源
平
の
戦
い
で
も
由
緒
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
す
で
に
平
安
朝
の
昔
に
お
い
て
、
源

氏
物
語
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
須
磨
の
地
は
平
安
朝
の
世
界
と
も
深
い
ゆ
か
り
の
あ
る
土
地
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
平
安
朝
時
代
の
女
性
の
活
躍
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
日
本
独
特
の
「
ひ
ら
が
な
」

を
用
い
て
あ
の
は
な
や
か
な
文
学
作
品
の
数
々
を
生
み
出
し
た
の
も
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
平

安
朝
の
文
化
は
女
性
が
支
え
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
平
安
朝
の
人
が
女

子
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
結
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
「
一
に
は
御
手
を
習
い
給
へ
」
と
、
ま
ず
は
書
道

か
ら
始
め
て
女
性
の
教
養
に
心
を
つ
く
し
た
の
が
平
安
朝
の
人
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
千
年
の
時
は
流
れ
、
現
代
の
女
子
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
時
代
に
即
応
し
未
来
を
先

見
し
た
新
た
な
る
も
の
を
日
々
追
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
田
と
須
磨
を
往
来
す
る
車
の
中
で
、

し
み
じ
み
と
女
子
教
育
を
思
い
み
る
の
が
私
の
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
と
私

屯
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尾崎重高さん

詞

』

皿
世
紀
ま
で
あ
と
加
年
。
高
齢
化

社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
我
が
国
に
と

っ
て
医
療
問
題
は
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
。
そ
こ
で
医
療
教
育
に
全

国
を
飛
び
回
る
シ
ア
ト
ル
国
際
短
期

大
学
理
事
長
・
総
長
の
尾
崎
重
高
さ

ん
と
し
あ
わ
せ
の
村
に
あ
る
神
戸
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
長
の
北
浦

保
智
さ
ん
に
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

尾
崎
し
あ
わ
せ
の
村
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
環
境
で
す
ね
。
私
も
ア
メ

２１世紀の病院を語る

■
医
療
対
談

若
者
が
減
っ
て
い
く
か
ら
こ
そ

医
療
分
野
に
良
い
人
材
が
必
要

ゲ
ス
ト

神
戸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
長

北
浦
保
智
さ
ん

全
国
医
療
秘
書
教
育
協
議
会
理
事
長

シ
ア
ト
ル
国
際
短
期
大
学
理
事
長
・
総
長

尾
崎
重
吉
向
さ
ん

三蓋慧雲

リ
カ
の
病
院
を
よ
く
回
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
こ
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
所
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
。

北
浦
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
陰
様
で
評
判
も
上
々
の
よ

う
で
す
。
入
院
患
者
の
方
が
一
日
も

早
く
良
く
な
っ
て
退
院
さ
れ
る
よ
う

我
々
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
分
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

尾
崎
確
か
に
人
的
要
素
は
病
気
の

治
療
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
ね
。

特
に
患
者
さ
ん
の
痛
み
や
苦
し
み
を

理
解
で
き
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

が
ま
ず
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

北
浦
そ
の
中
で
も
特
に
看
護
婦
の

問
題
は
こ
れ
か
ら
切
実
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
ね
。

尾
崎
高
校
３
年
生
が
７
年
後
に
は

卵
万
人
減
少
す
る
ん
で
す
。
そ
の
中

か
ら
ど
れ
だ
け
の
若
者
が
医
療
分
野

に
進
ん
で
く
れ
る
か
…
。
こ
れ
は
老

人
問
題
や
環
境
問
題
以
上
に
我
々
が

今
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
よ
。

北
浦
尾
崎
先
生
の
よ
う
な
方
が
ど

ん
ど
ん
出
て
、
高
齢
化
社
会
に
対
応

しあわせの村の神戸リハビリテーション病院前で

蕊蕊L鰯顧愈蕊隠織…患
唾..'′

雛
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＄徳島文理大学

〆 尾崎重高総長の現職 東
京
に
も
進
出
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い

名
で
す
が
、
大
阪
校
剛
名
、
東
京
校

稀

Ⅷ
名
で
来
春
開
学
し
ま
す
。
医
療
の

技
能
と
教
養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の

北
浦
神
戸
校
だ
け
で
な
く
大
阪
や

す
ね
。

尾
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
ん

尾
崎
ア
メ
リ
カ
医
療
と
日
本
医
療
で
す
ね
。

木
当
に
問
わ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

保
健
、
福
祉
の
三
本
柱
の
重
要
性
が
す
る
情
熱
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

北
浦
虹
世
紀
を
考
え
る
時
、
医
療
、
北
浦
尾
崎
先
生
の
医
療
問
題
に
対

尾
崎
現
在
、
神
戸
校
は
学
生
数
加

が
そ
の
先
駆
け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
で

だ
学
生
を
育
て
た
い
と
い
う
の
が
私

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
尾
崎
先
生
の
機
会
に
は
う
ち
の
学
生
に
ど
の
素

ま
す
の
で
、
何
と
か
早
く
軌
道
に
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ア

が
短
大
の
役
目
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
が
。

の
念
願
な
ん
で
す
。
シ
ア
ト
ル
短
大

で
き
る
人
材
作
り
を
し
て
も
ら
い
た

が
タ
イ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
道
は
開
け
る

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
で
す
ね
。

●東北女子短期大学

色徳島文理大学短期大学部
a 東北女子大学 ●高知学園短期大学 １

$ 国学院大学栃木短期大学●瀬戸内短期大学
3 十文字学園女子短期大学●今治明徳短期大学
ｓ愛知女子短期大学●別府女子短期大学
､ 名古屋女ｆ大学短期大学部・鹿児島純心女子短期大学

･ 東海女子短期大学・順正短期大学
包聖徳学園女子短期大学・鳥取女子短期大学
p 兵応女子短期大学●山陽女子短期大学
砂大阪女子短期大学・釧路女子短期大学

ド
パ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

以上病院管理学術師

シアトル国際短期大学神戸枝
〒6 5 1 神戸市中央区琴ノ緒町1 - 5 - 1 3 尾

崎
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
よ
。
次

晴
ら
し
い
設
備
を
見
せ
て
や
り
た
い

T E L O 7 8 - 2 5 2 - 0 7 0 0

米英会話学科
秘書専攻
観光専攻
国際スチュアデス専攻

医療ｱ ｼ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ 学科
医療秘書士専攻
医療事務専攻

国際ピジﾈ ｽ 学科
国際経営専攻
国際情報専攻

大学進学課程
英語専攻

北浦保智さん
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頓
《
画

》
さ
び

逼塞霞癖･ ･ ･
－画

>週､オ

。
●
■

織
り
な
す
お
い
し
さ
は
、

素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
が

本
物
な
ら
で
は
の
極
み
。

磨
か
れ
た
伝
統
の
技
と

私
の
気
持
ち
は
伊
藤
ハ
ム
。

か
け
が
え
の
な
い
人
だ
か
ら
、

深
く
、
豊
か
に
、
心
を
満
た
し
て
い
き
ま
す
。

愛
す
る
人
に
、
ど
う
ぞ
。

配

》

●■
』一庖

詞
萌
睦

あぶり焼ロースハム1 本／あぶり焼焼豚1 本5 . 0 0 0 円

伝承砺雑ﾛ ｰ ﾇ ﾊ ﾑ 1本/伝承の照認ボン1 ,Ｗ, ﾑ 1本5 , 0 0 0円

●、

● 愛
す
訓
る
人
に

｛

ａ

ローストヒーフ1 本／ローユトビーフソース1 本5 . 0 0 0 円 ①

ｑ

庁

忌日

、

鍵廟
塵蕊

鍾
６
且

蕊癖
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１枚5 0 0 円より
御自由に組み合わせを

果物のみずみずしさを
お好きな時に楽しんでほしい…
贈られる人の気持ちを考えた
ギフトカードです。お歳暮に。

果物商品券加盟

●東灘区御影屋フルーツ山本長谷川商店ユーアイ㈱大和屋御影屋西店真野果実店㈲スーパー山本果実店御影屋果実店⑯フルーツチェーン・灘区
藤井果実店フルーツかなさきうルーツショップ西熊河原果実店森口果物店潮見商店大原果実店フレッシュ・フルーツ・マツモト割石果実店富山果実
店山内果実店千成屋加藤商店前田果実店松井果物店岡本果実店●中央区布引ストアー竹田果実店福島商店西田果物店西店岡果物店モンヤ果
物店西田果物店沼田< だもの店㈱河野商店㈲梅沢商店フルーツショップベニマン丸三青果㈲マスヤ果実店福島屋食料品店シバタ果実店モダン堂
石上果実店フルーツの大坪フルーツイチマル㈲カネヤ青果ロイヤル商会⑰いのうえ小山果物店フルーツモリカワアップルハウスまるさん進藤⑯ﾌ ル
ーツチェーンフルーツガーデンシゼル●兵庫区蘇本商店秋山果実店西山商店半沢果実店いのうえ果物店㈱田又果物店チェーン大久保商店フルーツ
つざきうルーツ< ぽたフジヤ商店㈲トクラ青果米沢フルーツチェーンフルーツ・ミナミ②果実店川束果物店③果実店たかみ果物店工ビス屋三橋
果実店●北区石間果物店米沢フルーツ有野店西村果物店●長田区ＭＡＳＡ長田青果㈱スズキ果物店園田果実店フルーツタキシタ前田フルーツ
恥庄」前中果実店射場商店マルイ果実店㈲ホンマート（合資) 岩崎果物店小野果実店屋敷商店寿果西本果物店㈱吉田小坂果実店上村果物店川
房果実店藤原果物店●須磨区㈱上野商店㈱丸恵フルーツチェーン吉田フルーツショップ㈲マルユキ栗山果実店細見果物店㈲フルーツハウスイワサキ
フルーツ戸崎蔵作商店⑳果物店藤尾青果・垂水区北川果実店フルーツの岡田フルーツ・きたせ北村果実店高丸丸恵丸恵フルーツチェーン多聞店
●西区フルーツショップＵ●神戸市外マエカワ果物店㈲二見丸恵㈲大久保丸恵㈲丸恵フルーツ丸恵フルーツ西明石北店㈱田又果物店チェーン明石ス
テーション田又フレッシュフルーツの山内くだもの店フレッシュフルーツマルトモフルーツショップやまさき上原果物店フルーツの店かめや田又果物店
木店（欄丸恵フルーツチェーン東加古川店㈱丸恵フルーツチェーン加古川ショッピングデパート店景山果実商店三木商店ヤマキ
、 ノ

&
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りたＨに "院叫『

ノ

／ ／、 型』鷲W、自然健康茶 ９
度
の

飲
み
や
す
さ
が
、
新
し
い
。

」

とちゅうよう

,1ルノハァハ『｡Ｗ

ﾐ葉 , , ＝＝

-＝ニミ３

唇=Ｉ
一
一
坐
－
１

此‘" 鰯ヌーヴェレールは
口当たり柔らかく

爽やかな
酔い心地を約束する
アルコール度数

９度のワインです。
飲みあきしない

フルーティな風味で、
バランスがよく、

ノドこしもすっきりです。

ヌーウ§直ﾚ ール

、

一二一手口一・一

標準価格３９×5 0 パック入化粧箱2 . 8 0 0 円( 税別）
赤箱堪1 , 5 0 0 円( 税別）

健康こそが
最大の財産です／

IルノｊＶｊＶ』

720m11700円隙篭や鴨騨諮富譲れてい議す｡’
ノ

ワインの新しい風
マンズ

ズーリ星レール

』IL火ｉＷ
時B , Ｅマシスワィシ沌式Ｅｕ

自然健康茶｢ 杜仲葉｣ は、
ビタミン、ミネラル( 微量元素) をたっぷり

含んでいます。
毎日飲んで家族そろって

健康維持にぜひお役立てください。
●お問合せは

冨士杜仲株式会社
〒6 6 1 尼崎市武庫之荘１丁目４番1 5 号
TEL(06)432-0770㈹ＦＡＸ(06)436-0901

同
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…
：
鴫

呼
ん
で
い
る
。
本
展
で
は
こ
の

「
花
鳥
風
月
」
の
代
表
作
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
東

方
の
光
」
と
い
う
独
自
の
概
念

に
よ
る
個
性
と
視
点
を
確
立
し

て
き
た
画
家
、
今
井
俊
満
の
世

界
を
明
ら
か
に
す
る
。
ｎ
時
１

町
時
、
第
３
月
曜
休
、
無
料
。

土
日
は
必
ず
試
合
場
に
立
つ
古

川
さ
ん
。
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
は
「
現
状
に
甘
え
る
こ
と
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
的
な
発

想
が
必
要
で
し
ょ
う
」
。

自
ら
「
恵
ま
れ
た
人
生
」
と

言
い
切
る
古
川
さ
ん
だ
が
、
そ

の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
情

熱
は
他
を
寄
せ
つ
け
な
い
。

☆
英
国
調
の
ホ
テ
ル

ト
ア
ロ
ー
ド
に
オ
ー
プ
ン

、
月
訂
日
、
中
央
区
中
山
手

通
３
丁
目
に
〃
ホ
テ
ル
ト
ア

ロ
ー
ド
″
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

支
配
人
で
あ
る
入
船
清
司
さ

ん
は
「
今
ま
で
に
も
何
度
か
ホ

テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
立
ち
会
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
体
力
に
は

☆
北
野
に
花
鳥
風
月
の
華

画
家
の
今
井
俊
満
さ
ん
の
個

展
が
ｎ
月
加
日
か
ら
妬
日
ま
で

北
野
町
の
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ⅱ
パ
ラ
デ
イ
ア
ム
で
開
か

れ
る
。
今
井
さ
ん
は
京
都
に
生

ま
れ
切
年
に
渡
仏
。
「
ア
ン
フ

ォ
ル
メ
」
に
参
加
し
パ
リ
を
拠

点
に
創
作
活
動
を
始
め
た
。
そ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
重
量
感
溢

れ
る
作
品
に
よ
っ
て
ア
ン
フ
オ

ル
メ
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て

国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
。ま

た
、
近
年
で
は
永
年
の
異

国
遍
歴
の
末
に
「
花
鳥
風
月
」

の
風
を
は
ら
ん
だ
構
成
に
よ
る

作
品
を
創
作
、
日
本
の
伝
統
美

鱗

入江奈津子さん
う続１ギ
やけにヤ
く、憧ラ
念よれリ

113

o j W b e
B f c a k

－
ル
協
会
の
古
川
明
専
務
理
事

は
こ
の
ブ
ー
ム
を
「
長
年
地
道

に
や
っ
て
き
た
だ
け
に
本
当
に

嬉
し
い
で
す
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ

け
で
な
く
Ｏ
Ｂ
の
援
助
、
努
力

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
。
関
学
Ｏ
Ｂ
だ
が
、
同
協
会

郡
と
現
代
思

議
想
を
統
合

し
、
大
き

》
な
反
響
を

値
打
ち
あ
る
奉
仕
活
動

「
あ
と
あ
と
ま
で
ず
っ
と
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

う
に
し
な
け
れ
ば
」
と
語
る
の

は
、
加
月
塑
日
に
創
立
坊
周
年

を
迎
え
た
神
戸
生
田
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
藤
田
武
彦
さ

荊
年
に
同
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

た
藤
田
さ
ん
が
会
長
に
就
任
し

た
の
は
今
年
の
６
月
。
「
ま
だ

会
長
に
就
く
の
は
早
い
と
思
っ

た
」
と
い
う
が
、
蛎
周
年
を
前

に
し
た
と
き
に
「
世
話
好
き
な

と
こ
ろ
が
メ
ン
バ
ー
に
買
わ
れ

》
帯
》
》
》
》
一
一
》
評
》
｛
》

藤
田
さ
ん
に
と
っ
て
同
ク
ラ
ブ

は
「
長
く
奉
仕
活
動
を
続
け
て

い
き
、
振
り
返
っ
た
と
き
に
喜

び
が
得
ら
れ
る
」
と
語
る
。

「
積
み
上
が
っ
て
こ
そ
値
打

☆
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
筋
の
人
生

関
西
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
界
で

今
一
番
人
気
が
あ
る
競
技
と
い

え
ば
肉
弾
相
打
つ
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
特
に
関
学
、

京
大
等
の
人
気
チ
ー
ム
を
擁
す

る
関
西
学
生
リ
ー
グ
は
終
盤
戦

に
入
り
シ
烈
な
星
の
つ
ぶ
し
合

い
を
展
開
し
て
い
る
。

関
西
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ポ

蕊
に
話
す
。

加
年
前
に
「
新
築
の
豪
華
な

ホ
テ
ル
」
に
魅
せ
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
こ
の
世
界
へ
。
そ

蕊 白

郡
自
信
が
あ

調
り
ま
す
」

蝉
詮
塞
弄
斗

願
が
か
な
っ
た
。
ま
だ
オ
ー
プ

ン
し
て
間
も
な
い
が
、
「
現
代

美
術
も
古
い
も
の
も
好
き
」
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、
「
ワ
ク
に

捉
わ
れ
な
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
」

と
方
向
づ
け
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
女
性
ば
か
り
。

「
ハ
ー
ド
な
絵
の
中
で
、
女
性

ら
し
い
感
性
を
活
か
す
こ
と
が

出
来
れ
ば
」
と
、
熱
っ
ぽ
い
。

「
今
は
真
シ
白
な
状
態
で
す

が
、
何
年
か
後
に
は
こ
こ
の
カ

ラ
ー
が
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
が
楽
し
み
で
す
」
。

鋪
群

援
助
、
努
力

ま
す
」
と
語

が
、
同
協
会

部
所
属
の
チ

明
－
ム
の
と

Ｉ
リ
ま
と
め

司
役
と
し
て

ん
な
入
船
さ
ん
に
と
っ
て
ホ
テ

ル
マ
ン
の
最
大
の
魅
力
は
「
知

ら
な
い
人
と
話
が
出
来
る
」
こ

と
だ
と
い
う
。

「
観
光
客
の
方
は
、
神
戸
の

街
に
夢
を
持
っ
て
来
ま
す
。
で

す
か
ら
い
い
イ
メ
ー
ジ
で
帰
っ

て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
」
と

笑
顔
で
語
る
入
船
さ
ん
に
期
待

し
た
い
。

☆
北
野
に
オ
ー
プ
ン
し
た

若
い
感
性
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
の
ん
び
り
と
長
い
目
で
見

ら
れ
る
仕
事
だ
と
思
い
応
募
し

て
み
た
ん
で
す
」
と
語
る
の
は
、

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
〃
ク
イ

ー
ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
野
坂
〃

の
店
長
入
江
奈
津
子
さ
ん
。

油
彩
科
を
卒
業
し
て
以
来
、
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「
ラ
ク
ダ
が
い
な
い
の
、
飼
っ
て
下
さ
い
／
」

実
に
、
さ
ま
ざ
ま
、
子
供
た
ち
の
や
さ
し
さ
に
胸
が
熱

く
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
て
、
神
戸
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来
た
の
は
、
ゾ
ウ
、

ク
マ
、
ヒ
ョ
ウ
に
続
い
て
、
開
園
二
年
目
で
あ
る
。
絵
本

で
見
る
動
物
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
飼
い
た
い
。
初
代
山

本
吉
之
助
園
長
の
願
い
が
か
な
っ
た
。

〔
待
望
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
神
戸
に
到
着
〕

一
九
五
二
年
十
二
月
九
日
開
園
二
年
目
、
成
獣
の
ヒ
ト

コ
ブ
ラ
ク
ダ
二
頭
（
オ
ス
、
メ
ス
）
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば

れ
て
き
た
。

キ
リ
ン
や
シ
マ
ウ
マ
と
ち
が
っ
て
家
畜
に
な
っ
て
い
る

と
う
ら
く

ラ
ク
ダ
は
、
ウ
マ
と
似
た
頭
絡
（
牛
馬
の
頭
を
繋
ぐ
用
具
）

を
か
け
ロ
ー
プ
を
引
く
と
、
素
直
に
降
り
て
き
た
。
当
時
、

神
戸
の
ゾ
ウ
は
、
今
日
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
以
上
の

人
気
が
あ
り
、
王
子
動
物
園
の
Ｐ
Ｒ
方
々
移
動
動
物
園
と

し
て
各
地
に
出
張
し
た
。
こ
の
新
着
し
た
ラ
ク
ダ
も
ま

た
、
出
張
に
連
れ
て
行
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

（
ゾ
ウ
の
出
張
経
歴
）

一
九
五
○
年
八
月
十
九
日
動
物
園
開
園
前
。
和
歌
山

生まれたはかり、全身巻き毛に覆われているラクダ
の赤ちゃん
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●

い
ま
、
日
曜
、
祝
日
に
は
王
子
動
物
園
内
、
動
物
科
学

資
料
館
で
「
こ
ど
も
動
物
相
談
」
を
行
っ
て
い
る
。

「
烏
に
は
ど
う
し
て
耳
が
な
い
の
…
…
」

「
キ
リ
ン
は
泳
げ
ま
す
か
…
…
」

「
ザ
リ
ガ
ー
ー
の
冬
眠
さ
せ
方
を
教
え
て
下
さ
い
…
…
」

「
ゾ
ウ
は
ハ
ナ
ク
ソ
で
き
ま
す
か
．
…
・
・
」

「
ゴ
リ
ラ
、
何
故
ウ
ン
コ
投
げ
る
の
．
．
…
・
」

「
カ
エ
ル
の
エ
サ
、
何
や
っ
た
ら
え
え
の
…
…
」

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
ゾ
ウ
さ
ん
ず
つ
と
体
ゆ
す
っ
て
る
の
、

病
気
と
ち
が
う
：
…
・
」

会
場
は
ペ
ン
ギ
ン
と
カ
ワ
ウ
ソ
の
泳
ぎ
が
見
え
る
資
料

館
休
憩
ホ
ー
ル
に
、
長
机
と
折
り
た
た
み
イ
ス
を
並
べ
て

あ
る
。

「
あ
の
ね
、
カ
バ
さ
ん
ね
、
お
魚
食
べ
る
ん
で
す
か
…
」

「
ク
マ
が
い
な
い
の
、
何
処
へ
行
っ
た
の
…
…
」

「
走
れ
る
広
い
オ
リ
の
ト
ラ
と
、
狭
い
オ
リ
の
ト
ラ
と
が

い
る
の
、
お
じ
ち
ゃ
ん
、
時
々
、
入
れ
替
え
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
」

「
カ
タ
ツ
ム
リ
の
冬
眠
さ
せ
方
教
え
て
下
さ
い
か
…
…
」

「
お
じ
さ
ん
、
絵
本
持
っ
て
き
た
の
に
、
ラ
ク
ダ
が
い
な

い
の
．
…
．
．
」

ｌ
憾
い
、
ザ
リ
ガ
ニ
は
水
槽
の
水
を
捨
て
て
、
土
と
落

葉
を
入
れ
て
や
り
な
さ
い
。
あ
れ
あ
れ
土
の
下
に
も
ぐ
っ

て
隠
れ
る
よ
。
あ
ま
り
土
が
乾
く
と
死
ん
で
し
ま
う
の

で
、
一
週
に
一
度
位
、
水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
て
や
り
ま

し
ょ
う
ｌ

飼
育
実
技
や
動
物
た
ち
の
習
性
の
話
に
は
、
父
兄
も
の

り
だ
し
て
聞
い
て
下
さ
る
。

「
ク
マ
が
い
な
い
の
。
何
処
へ
行
っ
た
の
：
…
・
」

園
内
整
備
の
た
め
ク
マ
類
は
転
出
さ
せ
た
と
、
答
え
る

の
に
は
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
私
だ
。
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やさしい顔のラクダが初めて着いた時、子供達はキリン
が来た時以上に喜んだことが忘れられない。しかし今、
欠員のまま入居の予定もない。

ラ年一い舎マま舎とク
ク木十九・にやまが、ダ
ダ造二五仮ブ、な飼の
舎の月五住ダウい育こ

県
橋
本
町
紀
之
川
祭
へ

一
九
五
○
年
九
月
七
日
姫
路
市
か
ら
柏
原
市
へ
。
一
週

間
後
、
深
夜
零
時
三
○
分
帰
着
（
灘
貨
物
駅
よ
り
徒
歩
）

一
九
五
○
年
九
月
十
七
’
十
九
日
ま
で
神
戸
国
際
港
都

法
住
民
投
票
啓
発
宣
伝
の
た
め
、
ゾ
ウ
を
連
れ
、
元
町
か

ら
三
宮
ま
で
連
続
三
日
間
歩
く
。

一
九
五
○
年
十
月
二
日
篠
山
町
へ

″
十
月
十
二
日
園
内
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
散
布

″
十
月
一
一
十
二
日
四
国
鳴
門
市
へ

″
十
月
二
十
五
日
ゾ
ウ
暖
房
用
石
炭
一
ト
ン

入
荷

″
十
一
月
二
十
四
日
イ
モ
ヅ
ル
貰
い
に
行
く

一
九
五
一
年
五
月
十
一
日
赤
穂
市
（
大
石
神
社
前
広
場
）

″
八
月
五
日
山
崎
町
へ

そ
の
後
も
豊
岡
市
へ
二
回
、
高
砂
町
へ
と
続
い
た
。

ま
た
、
園
内
で
は
ゾ
ウ
の
演
芸
を
一
日
一
回
行
い
、
児

童
を
背
に
の
せ
て
柵
内
を
一
周
す
る
こ
と
が
大
変
な
人
気

と
な
っ
た
。
口
曜
に
は
児
童
が
殺
到
し
危
険
な
た
め
予
約

券
ま
で
発
行
し
た
。

ラ
ク
ダ
の
新
着
を
、
今
日
の
キ
リ
ン
以
上
に
子
供
た
ち

が
歓
迎
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
お
と
な
し
い
ラ

９

完
成
。そ

の
後
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
が
四
産
し
た
が
、
一
九
七
六

年
北
園
獣
舎
整
備
工
事
の
た
め
、
ラ
ク
ダ
舎
を
撤
去
。
ラ

ク
ダ
親
子
は
売
却
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
そ
の
転
出
先
、
み
さ

き
動
物
公
園
で
も
出
産
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
ラ
ク
ダ

凸
●

は
欠
員
の
ま
ま
で
あ
る
。

ち
な
み
に
我
国
に
は
動
物
園
水
族
館
協
会
加
盟
園
一
三

九
園
。
そ
の
延
飼
育
数
は
、

ヅ
ウ
（
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
）
一
三
○
頭

キ
リ
ン
（
五
種
）
二
三
三
頭

力
（
六
○
頭

ラ
ク
ダ
（
ヒ
ト
コ
ブ
、
フ
タ
コ
ブ
）
二
○
二
頭

平
成
三
年
七
月
に
は
、
子
供
の
国
と
コ
ア
ラ
舎
の
完
成

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
ク
ダ
の
飼
育
は
予
定
さ
れ
て

い
な
い
。

こども動物園相淡コーナー

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ | ､ 1 J 物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで染めて
下さい。
●日曜日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３：３０
～１５８００
，動物科学資料館内

動物電①しり認

工三劃ざま
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雫
醸
議

Z 弓川ﾑ , 工加外

⑨

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
壷575-1024(病室盃576-9639）
市バス上沢４停南スグ

－ふたりで
語りかけるように。

■

4コといつし｡<皇ぞ
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雲篭
.: 蕊蟻認』

あたたかい祝福のことばそのひとつ

お二人の心をこの銘菓に託して。
ひとつに心から感謝したい…そんな

一北欧の銘菓一

鐘 嬬蕊：

零驚
赤ち●ん:井野恵実ちゃん(平成2年９月25日生）
ママ: 久代さんお兄ちゃん: 勇輝くん（３才. ）

「やさしさと思いやりを心がけて元気に明るくのびの
びと育ってほしいです｡ 」
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ゆ

■

■

雑をぴう亘乃ﾂ ｶ ﾅ ｰ P の研究室岡田淳
なにをつくったのじゃ

瀞篭億消去装置です

人間には忘１Ｈｚしまいたいことか噸あります
それをこのﾏ ｲ ｸ で話す
その記憶が謀かり
消えてしまうのです

ちょっとかしてもらえまいか

わだしの
すぐにわ
たたく･･ ･

７

兄

３
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なにを託したのです？
や

(まて

●

とｚＬＪ 占

／

‘

わがいとしき妻よ

ワ

す
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